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５月６日（木）３校時に園児、１，２年生がお茶

摘みをさせていただきました。今年は暖かい気候

に恵まれ、順調なお茶の成長で新芽が辺り一面輝

いていました。守屋様にお茶摘みの仕方や食べ方

を教わり、実際にお茶摘み体験をさせていただき

ました。天ぷらはもちろん、ふりかけが良いと

か。とても楽しくにぎやかに行うことができまし

た。 

柔らかいお茶の新芽を大切に摘み取り、持って

いたザルをいっぱいにし、最後はビニル袋に入

れ持ち帰りました。子ども達は大喜びでした。

私は、一握りのお茶の葉を家で天ぷらにして食

べました。今回も、スナック風にパリっと揚が

り塩を振りかけおいしくいただくことができま

した。また、守屋さんからは、お茶の葉は太陽

の光を浴びると、しっかり開き、新芽は柔らか

く開ききっていなどの新たな豆知識をいただき

ました。 

守屋貞治様ありがとうございました。 

 

５月３日（月）の連休のど真

ん中に、園児と５年生が毎年米

作りをさせていただいている水

田の用水路整備が行われまし

た。米づくりをサポートいただ

いている和田昭子さん、須藤勉

さん、多田さん、和田利一さ

ん、鶴野さん、細川さん、須藤

政一さん、鈴木さん、若林さん

方が、一緒に作業に参加くださ

いました。 

これは、水田に水を引くため

に欠かせない作業で、水田の西

側に作られた用水路の底にたま

った落ち葉や枝、土砂等の撤去

 

 園児、児童お茶摘み体験 

水田の用水路整備・準備 



作業と、通路や斜面の除草を行いました。草刈り機が先に通路や用水路内の除草を行い、続い

て熊手やスコップなどの道具を使って、用水路内の落ち葉や土砂を掻きだします。直前の連絡

にもかかわらず、当日は西中学校から卒業生が１３名駆けつけてくれました。何分、この作業

は人数がものをいうので、予定していた時間を大幅に短縮することができました。 

作業後は水門を開け、いよいよ水が用水路を流れます。流れる水を追いかけ下流へ歩い

ていきました。やがて、この水が透き通り水田に引かれ後日代掻きが行われます。 

今後の米作りは、種もみまき、田植え、草取り、稲の観察、稲刈り、脱穀などが予定さ

れています。 

４月２４日（土）に、令和元年度 PTA会

長の吉田直哉さん（NPO法人 丹沢自然学

校理事）が、柳川生き物の里において生き

物調査隊をと称し観察会を開いてください

ました。昨年度から少人数特認校により、

学区外から転入してきた児童と保護者に、

上地区の自然の宝庫である生き物の里のす

ばらしいことを伝えたいという趣旨で行い

ました。 

絶滅危惧種ⅠB類のホトケドジョウが生息

することは、神奈川県内でも珍しいそうで

す。また、外来種のザリガニは、生き物の里

の生態系を崩すため、戻さず持ち帰るとのこ

とでした。親子で網と入れ物をもって、用水

路の底を探りドジョウ、多種のヤゴやカワニ

ナなどの水生生物を採取し、その様子を観察

することができました。 

参加した児童・保護者は、この生き物の里

が素晴らしい「自然の宝庫」であること、こ

こで「採取した生き物」は、外来種のアメリ

カザリガニを除き持ち帰らず返すことについ

て教えてもらいました。 

同日、上地区みんなで住みよいまちづく

り運動推進委員会・柳川生き物の里管理運

営委員会が中心となって、生き物の里の木

道の全面改修が行われました。長年の風雨

で老朽化した木道を撤去し、長持ちするよ

うに金属の土台を打ち込み、バーナーで表

面を焼いた木を渡しボルトで固定しまし

た。多くの自治会の方々やセンダンの会の

お父さん、環境共生課の職員の皆様が参加

して下さしました。生き物の里の新しいシ

ンボルとして親しまれることでしょう。 

地域のみなさま、昼をまたぐ作業、あり

がとうございました。 
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